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いのちの教育推進 

プロジェクト 

「一中いのちの日」って？ 

山形一中では、一人一人が「いのち」と向き合いながら、仲間と様々なことを語り合い、互いに認め合い、「いのち」

を輝かせて生きる生徒を育てたいという思いから、毎月「一中いのちの日」を定めて、「いのち」について考える活動

を行ってきました。今年度も、総合の時間なども活用し、より充実した活動を目指して、「一中いのちの日」に取り組ん

でいきたいと思います。 ４月２１日（木）の朝、放送による朝会で、「なぜ『いのちの日』ができたのか」「いのちの『縦

糸』と『横糸』とはどういうものなのか」について話をしました。 

    いのちの縦糸・・・過去・現在・未来と流れるいのちの「つながり」 

    いのちの横糸・・・人やものとの「つながり」「絆」 

コロナ禍で当たり前の日常のありがたさを実感することも増えました。一中いのちの 

日の意義をもう一度確認し、これからの「一中いのちの日」の活動に取り組んでいき 

ましょう。 

＜今年度の活動計画＞ 

月 日 場所 内容 

４月 ２１日（木） 朝：各教室 「一中いのちの日」について 

５月  ６日（金） 朝：各教室 いのちマークペイント 

６月  ２日（木） 朝：各教室 読み語り①（担任） 

7 月   ７日（木） 各教室 エンカウンターor 講演 

８月 １８日（木） 始業式＋教室 校長先生の話 

９月  ５日（月） 総合：教室 ＦＦ体育祭振り返り 

１０月   ６日（木） 体育館 or 各教室 講演 or エンカウンター 

１１月  １日（火） 総合：地域 奉仕活動 

１２月  １日（木） 朝：各教室 読み語り②（ＰＴＡ主催） 

１月  ６日（金） 始業式＋教室 校長先生の話 

２月  ２日（木） 朝：各教室 読み語り③（担任外） 

３月  ２日（木） 朝：各教室 一年を振り返って 

（注）予定が変更されることもあります。 

 

４月２１日(木)放送朝会での「一中いのちの日」についての話を聞いて 

１年１組  枝松愛弓さん 

縦糸横糸どちらもとても大切だと実感しました。自分の命は先に歩いた人から「いただいている」ということ

をほこりに思います。もし、過去が変わっていたら自分はいなかったと改めて思いました。これからもこの命を

ほこりにして生きていきたいです。 

１年１組  長谷川太一さん 

僕は特に横糸をがんばっていこうと思いました。理由は友達や家族に毎日支えられているので、これからはもっと

みんなとの絆を深めて、毎日楽しく過ごすということが大切だと思ったからです。 



  

１年２組  高橋真白さん 

 縦糸と横糸のまじわりによって現在の自分がいると言っていて、過去と未来、家族や地域、クラスなどのどれか

一つでも欠けてしまったら、今の自分が存在しないと思い、なるほどと思いました。何をするのかはよく分からな

いけど、真剣に取り組むことをがんばりたいです。 

１年２組  柴田涼帆さん 

 「いのちの日」についての話を聞いて現在の自分がいるのは、周りの人がいるからということがあらためてわかりま

した。なので、初めの内はクラスのみんなと良い関係が築けるように自分から話しかけたりできるようにがんばりたい

です。そして部活動の先輩とも仲良くできるようにがんばりたいです。 

２年１組  安齋希風さん 

 過去から受け継がれてきた大事な命（縦糸）をこれからも大切にしたいと思いました。そして、現在は家族や友

達に支えられて生きています（横糸）その命を次の代へ継いでいくためにボランティアや一中のいのちの日を大切

にしたいと思いました。 

２年１組  佐藤碧さん 

 布は縦と横が交わると強固なものになるとわかった。自分だけでなく他の人がいるからこそ自分が成長できてい

る。これからも周りの人との関わりを大切にしながら生活をしていきたい。 

２年２組  石黒光夢さん 

私はこの話を聞いて縦糸と横糸どちらも大切なんだなと思いました。今年は先輩でもあり後輩でもあるという

難しい立場ですが、部活動など一緒に活動できる仲間や限られた時間を大切にしていきたいです。また、クラス

も新しくなったので色々な人と仲を深められるようにしたいです。 

２年２組  須藤樹一さん 

 「いのちの日」について改めて話を聞いて、縦糸（過去、現在、未来の自分）と横糸(家族、地域、クラス、

学年、部活動など)が織り合わさってできているんだと思いました。話であったように強く美しい布のようにな

れるようにがんばっていきたいと思いました。 

 ３年１組  志田絢乃 さん 

 私達が今ここにいて生きられているのは過去からのいのちをつないでここにいるというということなのでこれ

からの未来にもつなげていくためにいのちを大切にして過ごすことが大事だと感じました。他にも現在の自分がい

るのは家族や友達、クラス、部活動などの人たちの支えがあってここにいられると感じたのでこれからはまわりの

人たちに支えられていることを考えて私もまわりの人たちを支えていきたいと思いました。今年度はいのちの日は

3年目だからたくさんのことを考えていきたいです。 

３年１組  山川望実さん 

 「いのちの日」についての話を聞いて私は色々な人から支えられているんだということを改めて実感しました。今年

度は様々ないのちについて深く考えたり、縦糸・横糸を大切にしてこれから「いのちの日」の活動を頑張っていきたいで

す。 

３年２組  秋葉七海さん 

 私は今年度、今を楽しむことを頑張りたいです。過去の写真を見ていると、「この時すごく楽しかったな。」と思うこと

があります。でも過去には戻れません。周りに家族、親戚、友だちがいることがどんなに幸せなのか、そこを考えて一日

一日を大切に、家族といる時間も大切にしたいと思います。 

３年２組  清和寛乃 さん 

話を聞いて、私は１人だけでなく、たくさんの人々に支えられて今を生きていることを実感しました。これからの「い

のちの日」では、いのちと向き合い、自分の未来につなげていけるように活動したいです。そして、地域の方とのかかわ

りを大切にし、「いのちの日」を通して地域全体で思いやりの心を広げていきたいです。 

★次回５月６日(金)は朝の活動で「いのちの日」のシンボルマークのペイントを行います。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度初めての「いのちの日」でしたが、どの学年も真剣な表情で放送に聞き入っていました。 

放送の後の感想でも、真剣に考え、前向きに「一中いのちの日」に取り組もうとする意欲が感じられました。 

一年間、一人一人が「いのち」「生き方」「心」を見つめ、それぞれの生活に生きる学習になるように活動

していきましょう。                             (プロジェクト担当) 

 

★次回５月６日(金)は朝の活動で「いのちの日」のシンボルマークのペイントを行います。 

マークの意味を考えながら、思い思いのマークがつくれるよう、楽しんで取り組みましょう。 

                       

３年生 
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１年生 


